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朝鮮靑年と愛國心

國民になくてならぬものは愛國心 (あいこくしん)だが、ことに青年 (せいねん)にして、愛國心 (あいこくしん)のないのは、病的 (べうてき)であつて、まことに恥づべきだ。
青年 (せいねん)の最 (もつと)も望 (のぞ)ましい野 (や)心 (しん)は、大君 (おおきみ)の御爲 (みため)、御國 (みくに)のため、きよい生命 (せいめい)を捧 (ささ)げることで、の軍人として、戰 (いくさ)に出 (で)ることは、青年として、この上 (うへ)もない歡喜 (よろこび)であり、感激 (かんげき)であり、本望 (ほんもう)である。特別 (べつ)志願兵 (しがんへい)諸君 (しよくん)をして、奮 (ふん)起 (た)たしめたのは、實 (じつ)に此 (こ)の純情 (じゆんじよう)[だ]。
　しかし愛國心 (あいこくしん)は、ずしもの塲 (には)に於 (お)いてばかりではない。本當に愛國心 (あいこくしん)を持つて居るものなら、その人の日常生活の、いづれも愛國心 (あいこくしん)の現はれでないものはない筈 (はず)である。人々 (ひとびと)が、その日常 (にちぜう)生活 (せいかつ)において國 (くに)をるるには、その國 (くに)は衰 (おとろ)へ、遂 (つい)に亡 (ほろ)びるのであるが、國 (くに)の榮 (さかえ)なしには個人 (こじん)の成功 (せいこう)も幸福 (こうふく)もないのだ。世界 (せかい)のためとか、全人類 (ぜんじんるい)のためとかつて、國 (こく)家 (か)を離 (はな)れ超越 (てうえつ)して、進路 (しんろ)がある如 (ごと)くおもふのはひである。
　それなら愛國心 (あいこくしん)とはなんであるか。それは日 (につ)本 (ぽん)を我 (わ)が家 (いへ)と思 (おも)ふことであり、我が身 (み)、我が生命 (せいめい)と思ふことである。この感情 (かんぜう)は天皇 (てんのう)を我が父君 (ちちきみ)と慕 (した)ひまつり、事 (つか)へまつることである。戰 (せん)線 (せん)の兵士 (へいし)達 (たち)が、死 (し)の瞬間 (しゆんかん)に於 (お)いて陛下 (へいか)の萬 (ばん)歳 (ざい)を唱 (とな)へるその心 (こころ)なのである。儆 (けい)虔 (けん)と感謝 (かんしゃ)と歡喜 (かんき)とに溢 (あふ)れる叫 (さけ)びこそ、戰死 (せんし)の兵士 (へいし)の萬 (ばん)歳 (ざい)なのである。それは兵 (へい)士 (し)にのみ限 (かぎ)られた喜 (よろこ)びではない。眞 (しん)に愛國 (あいこく)心 (しん)に生 (い)きるものは、誰 (だれ)でも、その地位 (ちゐ)や職業 (しよくげう)が何 (なん)であらうとも、その臨終 (りんじう)の一言 (げん)は、ささやかなる務 (つとめ)を成 (な)し遂 (と)げ感謝 (かんしや)と満足 (まんぞく)との中 (うち)に、この生命 (せいめい)を引取 (ひきと)りますという云ふことでなくてはならぬ。
ところが朝鮮 (てうせん)の人 (ひと)は長 (なが)い間 (あいだ)愛国心 (あいこくしん)から離 (はな)れた生 (せい)活 (くわつ)をして居 (を)つた。愛国心 (あいこくしん)がしつかり我 (わ)が心 (こころ)となつてない。國家 (こくか)を離 (はな)れて家 (うち)も子孫 (しそん)の繁栄 (はんえい)もないと云 (い)ふ眞 (しん)の國 (こく)民的 (みんてき)自覚 (じかく)が未 (ま)だ薄 (うす)い。これではいけない。ここに朝鮮 (てうせん)青年 (せいねん)の重大 (じゆうだい)な使命 (しめい)がある。二千三百萬の朝鮮 (てうせん)同胞 (どうほう)をば、日本 (につほん)の歴史 (れきし)を分擔 (ぶんたん)する力強 (ちからつよ)き、榮 (はえ)ある國 (こく)民 (みん)の域 (いき)に引上 (ひきあ)げるのは、實 (じつ)に朝鮮 (てうせん)青年 (せいねん)の神聖 (しんせい)なる本分 (ほんぶん)なのだ。いやしくも朝鮮 (てうせん)青年 (せいねん)ともあるものは、宜 (よろ)しく猛 (もう)省 (せう)一 (いち)番 (ばん)しなければならぬ秋 (とき)ではないか。小 (ちさ)きを棄 (す)て、日本をしつかりと抱 (いだ)きしめよ。たとひ窓 (そう)に居 (ゐ)る身 (み)分 (ぶん)でも、銃 (じう)を取 (と)つて戰塲 (せんぜう)に立 (た)つ心 (こころ)掛 (がけ)でなくてはならない。
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